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学習意欲と学習成果に関する研究
～内発的動機づけとしてのフロー感覚との相関～
内山須美子
Research　ConcemingDesireto　Learnan（i　Results　ofLeaming
　　　　　　“ModemRhythmicDance”
　～Correlation　with　sense　offlow　as　intrinsic　incentive～
　　　　　　　　　　　　　　　UCHIYAMA　Sumiko
This　research　had　the　purpose　of　quantitatively　analyzing　the　sense　of
flowin　a　cひed　class　ofuniversity　students　who　attended　a‘‘Modem　Rhythm
Dance”class　for　the　first　time，in　order　to　obtain　basic　data　conceming
motivation，which　takes　up　an　important　part　of　developing　future　dance
lessons　by　adopting　the　sense　of　flow　Csikszentmihalyi　proposed．Results
fromthis　research　are　as　follows．
1）By　examining　from　the　point　ofview　ofmotivation，itwas　demonstrated
　that　the　structure　and　contents　of　lessons　shown　in　Document1，
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　　　Document2and　Document3enhanced　the　sense　offlowbymaintaining
　　　ahigh　standard　offlowpoints，with　an　average　of3．5（out　ofamaぬmum
　　　of5points）for　all　three　classes，through　improvement5in　the　second
　　　and　third　classes　as　compared　to　the　first　class．In　particular，it　was
　　　apparentfrom　the　high　scores　in‘‘Personal　Purpose　Experience，”‘℃1ear
　　　Goals”an（i‘‘Sense　of　Concentration”that　leamers　embraced　ecstasy
　　　an（l　concentTated　on　facing　exercises．
2）However，on　the　other　hand，it　became　clear　from　the　low　scores　for
　　　‘‘Feedback　on　ability，”‘‘Sense　of　contro1”and‘‘Perception　of　most
　　　suitable　st且ndard”that　around　ha廿of　the　learners，52persons（54．74％），
　　　di（1not　obtain　a　sufficient　sense　of　competence　or　selfaffirmation
　　　from　the　lessons，even　ifthey　had　good　feelings　towards　the　lesson．It
　　　suggests　that　future　topics　include　improvements　in　lessons　so　that　a11
　　　1eamers　can　obtain　sufficient　feedback　and　be　given　flow　standards．
3）As　for‘‘Leaming　Results”shown　in　skill　tests　and　attitudes　toward
　　　leaming，it　became　clear　from　results　that　showed　the　sense　of　flow
　　　had　no　directi㎡luence，thatin‘‘Modem　Rhythm　Dance”1essons，those
　　　who　showe（l　a　high　level　of　intrinsic　motivation　did　not　necessarily
　　　show　good　results．In　a（ldition，it　became　clear　that　there　was　a　sense
　　　of‘‘concentration”on　exercises　in　both　men　and　women，and　that　in
　　　boys　this　sense　of“concentra且on”and　the　pleasure墨ound　in‘‘one’s　self
　　　purPose”raised　the“desire　to　learn．”
4）It　may　be　said　that　the‘‘high　flow”group　and　the‘‘mid　flow”group
　　　were　comprised　of　persons　that　cou1（1accurately　grasp　an（l　judge
　　　the　instructor’s　intentions　an（l　topic　of　lessons　because　they　could
　　　sufficiently　experience　the　sensation　of　flow　and　strongly　felt　a　sense
　　　of　competence。On　the　other　han（1，those　for　whom　the　meaning　and
　　　significance　ofthe　sense　offlow　need　to　be　amplytaught，and　forwhom
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　　exercises　that　teach　the　method　to　make　it　possible　to　aim　at　acquiring
　　even　a　little　bit　of　a　sense　of　competence，are　the　leamers　in　the“10w
　　flow”group．
　It　may　be　said　that　by　means　of　raising　scores　in　matters　related
to　capabilities　through‘‘feedback　on　capabilities，”‘‘sense　of　contro1，”
ments”and“perception　ofthe　higheststandard，”taking
measures　to　devise　classes　is　indispensable　work．Furthermore，the　topic　of
clari取ing　factors　in　why　those　in　the　mid－flow　group　gain　higher　points　than
those　in　the　high－flowgroup　remains　atopicfor　discussion．
　The　results　of　this　research　can　be　used　to　develop　basic　materials　for
creating　dance　lessons　in　the　future　that　focus　on　leamers’motivation，
as　well　as　offer　valuable　suggestions　in　actual　dance　instruction，when
developing　co－ed　dance　classes．）
1．緒言
　フローとは、何らかの身体的、精神的活動を行っている最中、全ての
意識が活動に集中し、流れるようにその活動が遂行されていく「状態」
を示す用語である。言うまでもなく、チクセントミハイの用語である
が、この用語の発見の出発点は、「危険極まりないロッククライミングに
挑む人間がいるのは何故か」という疑問であった。その答えを「楽しさ
（enjoyment）」としての「内発的報酬」にあると考え、彼は、その報酬を
もたらすものがフローという心理状態であると理論づけた2）3）4）5）のであ
る。現行の指導要領においても楽しさの重要性が提唱されて以来、体育実
践においては、特に、「最適水準」注1）との関連から「目あて学習」の説
明モデルとしてフローモデルが用いられてきたことを考えると、フローに
関する研究は、動機づけを鍵とする授業実践との関わりにおいて意義があ
ると考えられる。
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　しかしながら、これまで、わが国におけるダンスの授業でのフロー感覚
に着目した研究19）20）21）は少ない。これらの調査注2）以前に、フロー感覚で
はないが、ダンスの授業の「楽しさ」を調査した研究6）7）8）19）10）13）14）15）
16）17）は散見されるが、自由記述を方法として受講者の心理状態を尋ねる
ものの、調査者の価値づけのもとに「踊る」、「創る」、「観る」、「関わる」
等と分類することを目的としている。っまり、ダンス受講者の心理状態の
分析ではなく、学習者が挙げた「ダンス授業での楽しい場面」は何かを問
うに止まっているのである。学習者が「楽しい」と言うその内実を調査
し、それを促進する個々人の心理的要因や環境的要因を検討し、また、そ
れが授業であるなら学習成果とどのように結びつくかを検討する必要があ
る。
　チクセントミハイに拠れば、活動時間が長く没入の深い経験（deep
flow）にも、活動時間の短い没入の浅い経験（micro　flow）においてもフ
ローは発生する2）。更に、彼は、暴力、麻薬のような望ましくない活動に
もフローは発生する4）としている。フローという心理状態は、あらゆる
活動に表出するのであり、フロー理論は、何らかの活動に限定して妥当性
を持っ理論ではない。フロー調査は、調査対象を選ばないことから、ダン
スを分析する研究方法としても大変有益である。これらのことから、本研
究では、「フロー理論」に基づいた川端と張本の「フロー調査用紙」を使
用して調査を行い、「現代的なリズムのダンス」の受講者の内発的動機づ
けに関する知見を得ることを第一の目的とした。
　更にその結果から、フローポイントの高さと学習成果、学習意欲との関
係も考察するのであるが、その際、フローという心理状態が、「明確な目
標に向かって、時間を忘れるほど注意を集中し、没頭している行為そのも
のが目的になっている状態」であることから、フロー状態にある学習者
は、学習課題であるダンスそのものに集中し、内発的動機づけが高いと考
えられる。そのことから、内発的動機づけの高い学習者は、そうでない者
と比較して「学習意欲が高い」「高い学習成果をあげる」という2点の仮
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説を立てた。本研究は、内発的動機づけに関する知見を得るとともに、こ
の2点を検証するという手続きで進められる。
　本研究での成果は、男女共修のダンス授業を展開する上で、今後、学習
者が意欲的に取り組むダンス授業づくりのための基礎的資料と成り得るも
のであり、ダンスの実際の指導場面における貴重な示唆を提供するもので
ある。
2．研究の方法
　上述した目的を達成するために、本研究では、授業終了後にアンケート
調査を行い、フローの各項目の学習意欲、学習成果への貢献度を定量的に
把握し、その結果を検討した。
2．1．調査方法
（1）調査対象
　経験の有無や経験年数など、ダンスの学習意欲は、学習動機以外の要素
が大きく関与していることが予想されるので、平成22年度H大学教育学部
「ダンス1」受講生105名の中から、授業以外（部活動・スタジオレッス
ン等）のダンス経験者を対象から除外し、「現代的なリズムのダンス」の
学習経験のない受講生95名に対して調査を行った。95名中、男子は57名、
女子は38名であった。
（2）調査内容
①フロー調査票
　Jacksonand　Marsh（1996）が作成したFSS（FlowStateScale）13）を基に、
川端と張本（2000）によって日本語に訳されたフローに関する36項目14）
とした。これらの項目は表1のように大分類される。解析においてはこの
分類も使用した。回答は「非常にあてはまる」から「全くあてはまらな
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い」までの5件法とした。
　表1、フローに関する項目の分類
（表中の項目番号は質問項目の番号である）
再分類番号 因子名 項　目
1 自己目的的経験 1）10）19）29）
2 集中感 3）22）26）33）
3 明確な目標 6）18）23）36）
4 時間感覚の変容 5）20）24）25）
5 動きの自動化 16）17）27）31）
6 支配感 11）13）14）30）
7 最適水準の知覚 2）9）21）35）
8 有能さのフィードバック 7）28）32）34）
9 自我意識の喪失 4）8）12）15）
②学習意欲
　「あなたの現在のダンス学習意欲はどの程度ですか」という教示文に対
し、「0％」から「100％」までの6段階で回答を求めた。
③実技テストおよび受講態度
　3回の授業終了後、実技テストを行い、授業担当者（ダンス指導歴22
年）が、5点満点で採点をした。また、受講態度は3回の授業を観察し、
5点満点で採点をした。
（3）調査期日：
平成22年4月25日：学習意欲調査
　　　　5月18日：フロー調査
　　　　　　25日：フロー調査
　　　　6月1日：フロー調査・学習意欲調査
　　　　　　8日：実技テスト
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（4）調査授業：平成22年度「ダンス1」全15回の授業のうちの第2回
　　目、第3回目、第4回目授業である。授業の内容は次の通りである。
　①授業の単元指導計画（資料1参照）
　②モデル授業の構成（資料2参照）
　③モデル授業で使用した運動内容（資料3参照）
（5）結果の処理：回収率と有効回答率は、第1回目、2回目、3回目授
　　業共に100％であった。なお、データー処理はSPSS19を用いて行っ
　　た。
2．2．解析方法
調査データに対して次の手順で解析を行った。
（1）フローの36項目に対し、「非常にあてはまる」を5点、「全くあて
　　　はまらない」を1点として、5段階の選択肢を得点に変換し、各項
　　　目、調査日ごとに平均と分散を求める。
（2）表1の分類に従って項目を9因子に再分類し、それらの平均点をこ
　　　の9因子のそれぞれの得点とする。
（3）下位尺度に含まれる各項目についてα係数を算出し、内的整合性を
　　　検討する。
（4）データを男女別、クラス別に分類し、性差およびクラス間差の有無
　　　を検証する。
（5）3回の授業のフロー得点を合計し、「フロー合計得点」および「因
　　　子得点」を算出する。
（6）（5）の結果を用いて、学習意欲、実技テストの成績、学習態度と
　　　の関連を検証する。
（7）（5）の結果を用いて受講生を分類し、学習意欲、学習成果の得点
　　　から、各グループの特徴づけを行う。
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3．結果と考察
3．1．フローに関する集計結果
　アンケート調査票の回収数は1回目が95、2回目が95、3回目が95で
あり、全ての回で回収された調査票は95（100％）であった。解析対象デー
タはこの95とした。なお、男子は57名、女子は38名であった。
　表2には、3回の授業毎の項目別平均と標準偏差を示した。
　男女差の検定を行ったところ、3回の授業全てにおいて、「29）私は
本当に楽しかった」の平均値に有意な差が見られた（第1回財（87）一
2．29，ρ＜．05、第2回：孟（85）一2．02，ρ＜．05、第3回：云（87）
一2．04，ρ＜．05）。第2回の授業において、「9）私は、みんなと同じ程
度の技術を持っていると信じていた」（オ（94）ニ2．18，ヵ＜．05）、「10）と
ても楽しい経験であった」（オ（82）ニ2．37，ρ＜．05）、「36）私は自分のや
りたいことは何か、強く意識していた」（∫（94）一2．11，ρ＜．05）の平均
値に有意な差が見られた。「9）私は、みんなと同じ程度の技術を持って
いると信じていた」と「36）私は自分のやりたいことは何か、強く意識
していた」の2項目は男子の平均値が、その他の項目においては女子の平
均値が上回っていた。
　クラス間差の検定を行ったところ、有意な差は見られなかった。
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表2．3回の授業の項目別平均と標準偏差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n－95）
?????
因子名 項　　　目
M SP??? ??? ??? ??? ??? ???
1 自己目的
的経験
1）私を素晴らしい喜びに導いてくれた 4．264．454．480．710．660．66
10）とても楽しい経験であった 4．354．404．480．450．410．46
19）その時のフィーリングが素晴らし
　　く、また味わってみたい
4．184．184．240．80．840．80
29）私は本当に楽しかった 4．664．614．660．690．740．66
2 集中感 3）私は完全に集中していた 4．264．134．340．650．740．65
22）努力しなくても行っていることに
　　集中できた
3．383．313．651．161．191．12
26）その時やっていたことに完全に集
　　中していた
4．184．234．350．80．860．76
33）私のすべての意識は、やっている
　　ことに集中していた
3．894．054．330．910．930．69
3 明確な目
標
6）自分の成し遂げたいものは何か分
　かっていた
3．23．84．081．040．840．81
18）自分の目標ははっきりしていた 3．463．84．090．980．810．85
23）何をしたいのか分かっていた 3．743．894．070．880．910．87
36）私は自分のやりたいことは何か、強
　　く意識していた
3．43．693．990．970．880．92
4 時間感覚
の変容
5）時間が止まっているように感じられた 3．263．473．661．091．040．88
20）時間が遅くなったり早くなったり、
　　変化しているように感じた
3．403．573．660．930．981．04
24）時間の過ぎ方が普通と違っている
　　ように感じた
3．963．974．010．910．820．84
25）スローモーションで起こっている
　　ように思えた
2．813．003．270．93L101．03
5動きの自
動化
16）何をしようかと考えなくても自然
　　に正しい動きができた
2．882．903．360．930．971．02
17）考えることなく、無意識的、自動
　　的に動いていた
2．943．023．631．101．071．00
27）出来事は、自然に起こっているよ
　　うに感じられた
3．343．393．690．90．910．95
31）身体を無意識のうちに（自動的）に
　　動かしていた
3．273．383．801．12LO70．94
6 支配感 11）完全に支配しているような感覚だっ
　　た
2．793．013．271．151．101．09
13）行っていることは全て、自分でコ
　　ントロールしていると感じていた
2．963．213．370．952．441．05
14）私は思うように自分の身体を動か
　　していた
3．183．23．791．021．151．01
30）自分自身のことは自分でコントロー
　　ルできると感じていた
3．423．253．640．921．010．95
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7最適水準
の知覚
2）難しい状況でも対応するだけの技能
　をもっていた
3．092．813．230．950．971．02
9）私はみんなと同じ程度の技術を持っ
　ていると信じていた
3．152．973．331．010．940．92
21）その時に必要とされた技能を十分
　　持っていると感じていた
2．732．673．280．920．931．04
35）私の技能と、その時に必要な技能
　　は高いレベルでつり合っていた
2．572．563．191．040．960．97
8 有能さの
フイード
バック
7）どうすれば上手にいくか、良い考え
　を持っていた
3．363．53．650．961．020．90
28）どのように上手くできているか、分
　　かっていた
2．953．163．490．870．980．91
32）自分が上手にできることは分かっ
　　ていた
2．382．382．951．091．041．10
34）どれくらい上手にできているか気
　　づいていた
2．912．983．352．091．010．95
9 自我意識
の喪失
4）他人が自分をどう思っているか心配
　することはなかった
3．663．723．891．051．051．03
8）他人が私をどう思っているのかなど
　は気にならなかった
3．63．663．771．041．10．98
12）自分を心配することがなかった 3．043．023．321．131．081．10
15）他人の視線は気にしなかった注3） 2．802．842．921．101．181．11
　表3および図1には、3回の授業毎の「フロー合計得点」の平均と標準
偏差を示した。1回目と2回目の授業間のフロー得点に関する統計的な有
意差は見られなかったが、1回目と3回目（孟（95）＝7．28，ρ＜．05）、2
回目と3回目（∫（95）一6．69，ρ＜．05）の授業間に有意な得点の向上が
見られた。
　以上のことから、性差、クラス間差は殆どないことが示唆されるととも
に、授業回数を重ねることでフロー感が高まっていることが示唆された。
表3．授業毎のフロー合計得点の平均と標準偏差
躍 SD
フロー得点 第1回第2回第3回第1回第2回第3回
121．88 124．56 134．64 17．76 20．52 22．20
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図1．授業毎のフロー合計得点の平均と標準偏差
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3．2．再分類した変数に関する集計結果
　表4および図2は再分類した9項目の3回の授業毎の「因子得点」の平
均値と標準偏差を示したものである。
表4．3回の授業毎の因子得点の平均と標準偏差
M SD
第1回第2回第3回第1回第2回第3回
自己目的的経験 4．464．484．520．530．500．40
集中感 3．933．954．200．640．710．66
明確な目標 3．463．814．060．740．730．76
時問感覚の変容 3．363．503．650．660．720．73
動きの自動化 3．113．173．620．800．810．84
支配感 3．093．173．520．721．040．85
最適水準の知覚 2．892，75・ 3．260．730．730．84
有能さのフィードバック 2．903．013．360．790．780．80
自我意識の喪失 3．283．313．470．730．800．76
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図2。3回の授業毎の因子得点の平均と標準偏差
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　因子得点を見ていくと、「最適水準の知覚」で2回目の授業の平均値が
1回目よりわずかに下回っている（一〇．14）ことを除く全ての尺度で、授
業の回を重ねる毎に、平均点の向上が見られた。また、「自己目的的経験」
「集中感」の2項目の平均点が高く、「支配の感覚」「動きの自動化」「有
能さのフィードバック」の3項目の値が低い。このことから、対象者は、
運動課題に対して自己目的的な楽しさを感じ、課題に集中しているもの
の、「できた」という有能感に至ってはいない様子が窺える。この結果は、
「現代的なリズムのダンス」を初めて経験した回答者の素直な回答姿勢の
発現を示していると解釈され、アンケート調査の信頼性を示唆していると
推察される。また、「最適水準の知覚」の項目も3点を下回っており値は
低いと言える。このことから、今回の授業での運動課題が、やや難かしい
と知覚されていたことが示唆された。2回目の授業の自由記述を読むと、
この回に使用された運動課題である「クロスハンド」が難しいという記述
が大変多かったので、そのことが理由であると推察される。
　男女差の検定を行ったところ、3回の授業全てにおいて、「自己目的的
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経験」の平均値に有意な差が見られ（第1回：∫（94）＝2．29，ρ＜．05、
第2回拷（94）ニ2．02，ρ＜．05、第3回：∫（88）ニ2．31，ρ＜．05）、3
回の授業全てにおいて、女子の平均値が男子の平均値を上回っていた。
　クラス間差の検定を行ったところ、有意な差は見られなかった。
表5．3回の授業のフロー合計得点の平均と標準偏差
フロー得点 M 5D
126．87 18．11
図3．3回の授業のフロー合計得点の平均と標準偏差
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　表5は3回の授業のフロー合計得点を、図3は3回の授業を合計した因
子得点の平均と標準偏差を示したものである。3回の授業のフロー合計
得点（114126．87，S1）18．11）において、下位尺度の平均値を算出すること
により、「自己目的的経験」得点（M4．42，SZ）0．51）、「集中感」得点（M
3．97，SD　O．58）、「明確な目標」得点（！143．65，SD　O．60）、「時問感覚の変
容」得点（〃’3．09，SZ）0．50）、「動きの自動化」得点（M2．91，SDO．60）、
「支配感」得点（1142．82，SD　O．54）、「最適水準の知覚」得点（1142．58，
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SZ）0．57）、「有能さのフィードバック」得点（〃’2．95，SD　O．63）、「自我意
識の喪失」得点（〃』3．23，SDO．66）とした。FSS（FlowStateScale）は
各因子とも4項目、総計36項目から構成されており、内的整合性（平均ク
ロンバックのα係数．83）および因子的妥当性も検討されているが、改め
て内的整合性を検討するためにα係数を算出したところ、「自己目的的経
験」でα一．91、「集中感」でαニ．91、「明確な目標」でαニ．91、「時間感
覚の変容」でα＝．91、「動きの自動化」でα＝．91、「支配感」でαニ．91、
「最適水準の知覚」でαニ．90、「有能さのフィードバック」でαニ．90、
「自我意識の喪失」でα一．91と十分な値が得られたことから、36項目の
9項目への再分類（表1）の妥当性が改めて示唆された。
　男女差を検討したところ、「自弓目的的経験」（孟（63）＝2．61，ρ
＜．05）と「集中感」（孟（63）一2．03，ρ＜．05）の2項目において有意差
が見られた。何れも女子の得点（自己目的的経験：〃’4．59，SD　O．37、集
中感：〃’4．13，SZ）0．49）が男子の得点（自己目的的経験：1144．27，SD
O．57、集中感：M3．84，S1）0．63）を上回っていた。
3．3．相関係数の検討
　授業後の学習意欲得点から授業前の学習意欲得点を引いた差を「学習意
欲」得点とした。授業前の学習意欲得点の平均値は4．00、標準偏差は1．22、
授業後の平均値は5．21、標準偏差は0．72であった。授業の前後で121ポイ
ントの伸びを示したことがわかる。授業の前後で学習意欲得点が全く変わ
らないものは25名（26．32％）、1段階上がったものは31名（32．63％）、2
段階上がった者は29名（30．53％）、3段階上がった者は6名（6．32％）、
4段階上がった者は2名（2．10％）であった。逆に1段階下がった者は2
名（2．10％）であった。男女差およびクラス間差の検定を行ったところ、
有意な差は見られなかった。
　「実技テスト」の平均値は3．94、標準偏差は0．88であった。男女差の検
定を行ったところ、有意な差が見られ（オ（61）＝2．03，ρ＜．05）、女子の
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得点（M4．17，SZ）0．69）が男子の得点（M3．74，SD　O．98）を上回ってい
た。クラス間差の検定を行ったところ、有意な差は見られなかった。
　「受講態度」の平均値は3．91、標準偏差は1．07であった。男女差および
クラス間差の検定を行ったところ、有意な差は見られなかった。
　表6は、フロー合計得点の9項目の下位尺度得点と「学習意欲」「実技
テスト」「受講態度」の得点の男女込みの相互相関を、表7は、男女別の
相互相関をそれぞれ示したものである。
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　これらの表より、男女込みでは、「学習意欲」と「集中感」「有能さの
フィードバック」の間に中程度の正の有意な相関、「受講態度」と「集中
感」の間に弱い正の有意な相関、「実技テストの成績」と「自己目的的経
験」「集中感」の間に中程度の正の有意な相関が見られた。また、「受講態
度」と「実技テストの成績」との間に中程度の正の有意な相関が見られた。
　しかし、男女別の相関を見ると、男女で相関のパターンがやや異なって
おり、「受講態度」と「実技テストの成績」の間に中程度の正の有意な相
関が両者ともにみられたものの、男子では、「学習意欲」と「集中感」「明
確な目標」の間で、「実技テストの成績」と　「自己目的的経験」「集中感」
の間で中程度の正の有意な相関が見られたが、女子では見られなかった。
また、女子では、「受講態度」「実技テストの成績」と「支配の感覚」の問
に中程度の正の有意な相関がみられたが、男子ではほぼ無相関であった。
3．4．重回帰分析結果
　フロー得点の9つの下位尺度得点が、学習意欲、実技テスト、受講態度
の得点に与える影響を検討するために、男女込みの重回帰分析を行った。
これまでの解析で、男女で異なる相関係数が得られたので、男女別の分析
も行った。
　フローから「実技テストの成績」および「受講態度」に対する標準偏回
帰係数は、男女込み、男女別の分析ともに有意ではなかった。
　フローから「学習意欲」に対する係数では、男女込みでは「集中感」か
ら「学習意欲」への正の標準偏回帰係数が有意であった。また、男子では
「自己目的的経験」と「集中感」から「学習意欲」への正の標準偏回帰係
数が有意であった。それらの結果を表8－1、8－2に示す。女子では有
意な結果は得られなかった。
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表8－1．男女込みの重回帰分　　表8－2、男女別の重回帰分析結果：
　　　　　析結果：学習意欲　　　　　　　　学習意欲
男女
β
男子　　女子
β β
自己目的的経験
集中感
明確な目標
時問感覚の変容
動きの自動化
支配感
最適水準の知覚
有能さのフィードバック
自我意識の喪失
．31
．43＊
?．03
?．02
．10
?．06
．00
．35
?．07
自己目的的経験
集中感
明確な目標
時間感覚の変容
動きの自動化
支配感
最適水準の知覚
有能さのフィードバック
自我意識の喪失
．57★
．75★
．40
?．37
．07
．37
．24
?．17
?．38
．23
．14
?．36
．04
．06
?．15
?．46
．71
．25
1～2 ．48 1～2 ．62 ．46
＊ρ＜．05
β標準偏回帰係数
★ρ＜．05
β標準偏回帰係数
3．5．フロー因子得点による分類
　3回の授業全てのそれぞれの得点を合計した「因子得点」を用いて、グ
ループ内平均連結法によるクラスタ分析を行い、3つのクラスタを得た。
第1クラスタには52名、第2クラスタには30名、第3クラスタには13名
の調査対象が含まれていた。劣2検定を行ったところ、有意な人数比率の偏
りが見られた。（％2＝35．29，か2，ρ＜．001）表9は、クラスタ内の男女比
を示したものである。劣2検定を行ったところ、性別における有意差は見ら
れなかった。
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表9．クラスタ内の男女の人数比率
低フロー群 中フロー群 高フロー群 合　計
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
男子 30 52．63％ 20 35．09％ 7 12．28％ 57 100％
女子 22 57．89％ 10 26．32％ 615．79％ 38 100％
合計 52 54．74％ 30 31．58％ 13 13．68％ 95 100％
　次に、得られた3つのクラスタを独立変数、因子得点を従属変数とした
分散分析を行った。その結果、9因子全てに有意な群間差が見られた（「自
己目的的経験」：F（2，62）ニ10．20，「最適水準の知覚」：F（2，62）
ニ18．77、「集中感」：F（2，62）＝30．56、「明確な目的」：F（2，62）
ニ31．68、「支配感」：F（2，62）＝15．73、「有能さのフィードバック」：F
（2，62）一22．41、「自我意識の喪失」：F（2，62）一37．95、「動きの自
動化」：F（2，62）ニ23．72、「時間感覚の変容」：F（2，62）ニ8．97）。
TurkyのHSD法（5％水準）による多重比較を行ったところ、9因子全
ての得点において、第3クラスタ＞第2クラスタ＞第1クラスタという結
果が得られたことにより、9因子全ての得点が高い第3クラスタを「高フ
ロー群」、次に9因子の得点が高い第2クラスタを「中フロー群」、9因子
全ての得点が平均的な第1クラスタを「低フロー群」とした。図4、5、
6は、各群の因子得点を示したものである。
図4．低フロー群：50名
盗…三欝飼｝的経験　　4，24
　　時間醸覚
　　　2．94
3．36　明逡な目線
3．68　　叢中の感
最
2．35 2、67
縣覚　2．61
有能さのフィードバック
　　　2．66
衆意繊喪央
　　2．90
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図5．中フロー群＝30名
　　時間感愛の変容
　　　3．27
4，07　明確な目標
峨44　集中の慈覚
2、go髄灘㈱
畠己鼠的的経験　　4．73
　　　　　支醗の悪覚　3．コ3
有能さのフィードバック
　3、39
書義意識喪災　3．70
きの自勧黄二　3．18
図6．高フロー群：13名
窟菖舞的的経駿　　4，92
　　　時闘懸覚
　　3．92
4．89　　明萎窪な鷺綴
4．94　　簾申の盛
簸
3．64 4．33
懇覚　　3．75
有能さのフィードバック
　　4．00
裟憲磯喪失
　4．67
3．6．フロー得点と実技テストの成績、学習態度、学習意欲の関係
　3つの群によって、実技テストの成績、学習態度、学習意欲の得点が
異なるかどうかを検討するために、1要因の分散分析とTurkyのHSD法
（5％水準）による多重比較を行った。表10は実技テストの成績、学習
態度、学習意欲それぞれの結果を示したものである。
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表10．3群の実技テスト・受講態度・学習意欲得点
項目
平均値 分散分析 多重比較
????????? ????
Turkyの
H　S　D法
（5％水準）
実技テスト
の成績
3．834．154．00F（2，62）一〇．88，撚
学習態度 3．834．103．67F（2，62）ニ049，鷲
学習意欲 0．911．131．60F（2，62）一3．37，ρ＜．05高＞低
4．考察
4．1．フロー得点について
　動機づけという観点から見ると、3回の授業全てが平均点3．5点（最大
得点5点）前後という比較的高い水準でフロー得点を維持し、1回目より
は2回目、3回目に得点を向上させた。その理由の一つとして、本研究の
対象者が「現代的なリズムのダンス」を初めて体験したことが挙げられ
る。新規な体験や一回限りの体験は大変印象深い体験となりやすく、その
結果、比較的高いフロー得点が得られたと推察される。特に「自己目的的
経験」「明確な目標」「集中感」の得点が高いことから、授業に対して快感
情を抱き、明確な目標を持ち集中して運動課題に取り組んでいたことは明
らかである。また、「自己目的的経験」「集中感」の2因子において、女子
の得点が男子の得点を有意に上回ったことから考えると、女子の方が楽し
さを感じており、集中して授業に取り組んでいたと言えるだろう。資料
1、資料2及び資料3で示した今回の授業構成及び内容は、内発的動機づ
けという観点から見ると、それを高めていく上で有効であったことが実証
されたと言えよう。
　しかしながら、受講者の半数以上の52名（54．74％）が高い水準のフロー
感覚を持てなかったこと、また、30名（31．58％）の中フロー群のように
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高い水準のフロー感覚を持っていても「有能さのフィードバック」「支配
感」「動きの自動化」「最適水準の知覚」の点数が低いことから、快感情は
抱いても有能感や自己肯定感を得られなかったことは明らかである。今後
は、受講者全体が十分なフィードバックを得られるような授業へと改善
し、単なる快感情だけでなく、自己肯定感や充実感を持たせることが課題
であることが示唆された。
　重回帰分析を行い、実技テストや学習態度といった「成果」に対し、フ
ロー感覚は直接的な影響を及ぼさないという結果が得られたことから、
「現代的なリズムのダンス」の授業においては、内発的動機づけが高いか
らといって、必ずしも高い「学習成果」を収めるとは限らないということ
が明らかとなった。また、男子では、運動課題に「集中」している感覚と
「自己目的的」な楽しさが「学習意欲」を高めることが明らかとなった。
4．2．客観的データから見た各グループの特徴
（1）高フロー群：13名（13．69％）
　フロー得点の観点からは、「集中感（4．94）」、「自己目的的経験
（4．92）」、「明確な目標（4．89）」、「自我意識の喪失（4．67）」、「動きの自動
化（4．33）」の得点が大変高いことから、快感情に動機づけられ、明確な
目標である運動課題に集中し、一切のことを気にせず、活動に没入してい
たことが推察される。決して低くはないが、「支配の感覚（3．75）」、「最適
水準の知覚（3．64）」の得点から、運動課題はやや難しいと知覚されてい
たことが窺える。しかし、それでも、「できている」という心的状態（有
能さのフィードバック）にも至っており、普段の意識状態とは異なる感覚
を持っていたことも窺える。これらのことから、この群は、「現代的なリ
ズムのダンス」の授業において、比較的持続的なフロー状態にあった群で
あり、授業の課題に集中して取り組んでおり、楽しいという快感情と共に
有能感や自己肯定感を感じていた群であると言えるだろう。
　しかしながら、学習成果の観点からみて、学習態度の評価は3群の中で
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一一番低く、実技テストの成績も中フロー群の方が高い。内発的動機づけが
高いことが、必ずしも良い成果を収めるとは限らないことが、ここでも言
えるであろう。活動そのものに没頭すると、評価者の目に自分がどう映る
かということは気にならなくなることが推察される。チクセントミハイ
が、フロー状態の危険性ということから、「人は楽しい活動を統制する能
力に溺れて他のことを顧みることができなくなると、究極的な統制、つま
り意識の内容を決定する自由を失う」1）（1990、79）と述べるように、内
発的動機づけが高く、対処すべき課題に夢中になることは、学習態度や成
績に気を配れず、客観的なものの見方ができなくなることでもあると言え
るだろう。
　総じて、この群は、比較的持続的な高水準のフロー状態にあった群であ
り、授業の課題に集中して取り組んでおり、楽しいという快感情と共に有
能感や自己肯定感を感じていた群である。同時に、内発的動機づけがあま
りに高いことから学習態度や成績に気を配れず、十分な学習成果が挙げら
れなかった群であった。
（2）中フロー群：30名（31．58％）
　フロー得点の観点から見て、「自己目的的経験（4．73）」、「集中感
（4．44）」、「明確な目標（4．07）」、「自我意識の喪失（3．70）」の得点が高い
ことから、明確な目標である運動課題に集中し、他者の目を気にせず、活
動そのものを楽しんでいたことが推察される。しかし、「有能さのフィー
ドバック（3．39）」、「時問感覚の変容（3．27）」、「動きの自動化（3，18）」、
「支配の感覚（3．13）」、「最適水準の知覚（2．90）」の得点が平均的である
ことから、一切のことが気にならないほどの深い没入感を感じていたとは
言えず、運動課題がやや難しいと知覚されており、運動課題をうまくこな
したという感覚には欠けていたことが窺える。これらのことから、この群
は、「現代的なリズムのダンス」の授業において、快感情に動機づけられ
て活動そのものに取り組んでいたものの、自分は運動課題をうまく遂行し
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ているという十分なフィードバックや充実感には欠けていた群であると言
えるだろう。
　しかしながら、学習成果という観点から、実技テストの成績、学習態度
ともに、一番高い成果を収めた群である。今後は、高フロー群よりも高い
学習成果を収めた要因を詳細に分析していく必要があるだろう。
　総じて、この群は、高水準のフロー状態にあった群であり、授業の課題
に集中して取り組み、楽しいという快感情を感じ、高い学習成果を収めた
群である。しかし、その一方で、有能感や自己肯定感にはやや劣る群でも
ある。
（3）低フロー群：52名（54．74％）
　フロー得点の観点から見ると、「自己目的的経験（4．24）」、「集中感
（3．68）」、「明確な目標（3．36）」の得点は高いことから、自分がなすべき
ことも意識できており、運動課題に集中し、活動を楽しんでいることは推
察される。しかし、他の2群に比べると「動きの自動化」（2．67）、「有能
さのフィードバック（2．66）」、「支配の感覚」（2．61）、特に「最適水準」
（2．35）の得点が低いことから、一切のことを気にせず没入する、いわゆ
る「フローゾーン」には入れなかったことが窺える。更に、運動課題が自
分には難し過ぎると知覚されており、運動課題をうまくこなしたという感
覚に欠けていたことが窺える。このことから、この群は常に不安な心理状
態を抱えたまま授業を受けていたと推察される。これらのことから、この
群は、「現代的なリズムのダンス」の授業において、フロー状態に至れな
かった群であり、常に不安で、自分は運動課題をうまく遂行することがで
きそうもないと感じていた群であると言えるだろう。
　学習成果の観点から、実技テストの評価は一番低く、学習態度の得点も
低い。
　総じて、この群は、一過性の楽しいという快感情を感じたものの、有能
感や自己肯定感に劣り、心理的には不安状態にあった群であり、十分な学
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習成果が収められなかった群である。
　フロー感覚を十分に体感できており、有能感も感じているため、指導者
の意図や授業の課題を的確に把握し判断することが可能な者たちが属する
のは、高フロー群と中フロー群の2つの群であると言える。その一方で、
フロー感覚の意味と意義を十分に認識させ、少しでも有能感の獲得を目指
させ得るような手立てを講じることが課題となるのは、低フロー群の受講
生たちである。
　今後は、本研究で類型化された3っの群それぞれへの指導上の具体案と
その有効性についての検証が必要であろう。特に、今回、フロー感覚に
よって醸成される動機づけという点において問題を有していると見倣され
た低フロー群に属する学生については、動機づけばかりかそれに関連する
諸領域のこれまでの様々な研究成果の分析・検討のもとに詳細な仮説を提
示した上で、客観的且っ合理的な論証を図ることで、有益な方策を導出す
ることが不可欠な作業であると言えるだろう。
5．結論
　本研究は、チクセントミハイが提唱したフロー感覚を援用することで、
今後のダンスの授業を展開する上で重要な位置を占める動機づけに関する
基礎的資料を得るために、「現代的なリズムのダンス」を初めて受講した
大学生の男女共修授業を対象に、フロー感覚を定量的に分析することを目
的とした。本研究で明らかになった成果は、以下の通りである。
1）動機づけという観点から見ると、3回の授業全てが平均点3．5点（最
　　大得点5点）前後という高い水準でフロー得点を維持し、1回目より
　　は2回目、3回目に得点を向上させたことから、資料1、資料2及び
　　資料3で示した授業構成及び内容は、フロー感覚を強める上で有効で
　　あったことが実証された。特に「自己目的的経験」「明確な目標」「集
　　中感」の得点が高いことから、受講者は授業に対して快感情を抱き、
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　　集中して運動課題に取り組んでいたことが明らかとなった。
2）しかしながら、その一方で、受講者の半数である52名（54．74％）が
　　　「有能さのフィードバック」「支配感」「動きの自動化」「最適水準の
　　知覚」の点数が低いことから、授業に対して快感情は抱いても、十分
　　な有能感や自己肯定感を得られなかったことが明らかとなった。今後
　　は、受講者全体が十分なフィードバックを得られるような授業へと改
　　善し、受講者のフロー水準をあげて行くことが課題であることが示唆
　　された。
3）実技テストや学習態度といった「学習成果」に対し、フロー感覚は直
　　接的な影響を及ぼさないという結果が得られたことから、「現代的な
　　リズムのダンス」の授業においては、内発的動機づけが高いからと
　　いって、必ずしも良い成果を収めるとは限らないことが明らかとなっ
　　た。また、男子では、運動課題に「集中」している感覚と「自己目的
　　的」な楽しさが学習意欲を高めることが明らかとなった。
4）フロー感覚を十分に体感できており、有能感も感じているため、指導
　　者の意図や授業の課題を的確に把握し判断することが可能な者たちが
　　属するのは、高フロー群と中フロー群の2つの群であると言える。そ
　　の一・方で、フロー感覚の意味と意義を十分に認識させ、少しでも有能
　　感の獲得を目指させ得るような手立てを講じることが課題となるの
　　は、低フロー群の受講者である。
　今後は、「有能さのフィードバック」「支配感」「動きの自動化」「最適水
準の知覚」と言った、いわゆる有能感に関わる項目の得点をあげていく手
立て、授業の工夫を講じることが不可欠な作業であると言えるだろう。ま
た、中フロー群が高フロー群よりも学習成果の点で得点を上回った要因を
明らかにすることも課題として残された。
　本研究での成果は、男女共修のダンス授業を展開する上で、今後、学習
者が意欲的に取り組むダンス授業づくりのための基礎的資料と成り得るもので
あり、ダンスの実際の指導場面における貴重な示唆を提供するものである。
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資料1　単元指導計画
【単元名】現代的なリズムのダンス
【指導学年】　第1学年
【単元目標】
　（1）自己の能力に適した課題を選択し、課題解決に向けて、意欲的・計画的に取り組むこ
　　　とができる。
　（2）適切な課題に基づき、安全に配慮し、資料の活用や学習の進め方を工夫して課題解決
　　　を図ることができる。
　（3）自己の能力に適した課題を解決し、能力等に応じた技能を身につけ、ダンスの楽しさ
　　　や喜びを味わうことができる。
　（4）ダンスの特性や意義を理解し、練習の仕方を工夫して安全に運動することができる。
評価の重点 具体的な評価基準?? ねらい
学習内容
?? ?? ?? ??
十分満足（A） おおむね満足（B）
教師の支援と
　留意事項
評価の
方法
1 1．オリエン O ◎ 自分の能力 自分の能 ・学習内容を 活動の
テーショ にあった課 カにあっ 確認及び把 観察
ン 題に対して た課題に 握させる。 学　習
・学習内容 意欲的・計 対して意 見通しを ノート
の説明 画的に取り 欲的に取 持った学習
・学習の目 組むことが り組もう 計画が立て
標を知る できる。 としてい られるよう
・学習の進 ・技術やコン る。 にする。
め方を知 ビネーショ ・ダンスの ・安全な練習
る ンの発展性 楽しみ方 の必要性、
・グループ や系統性が や学習の 方法を理解
編成 わかり、練 進め方が させる。
習計画が立 わかる。
てられる。
2 2．技術と◎ ◎ ◎ ◎ ・仲間と協力 ・仲間と協 自己の能力 活動の～ コ　ン　ビ して教え 力して楽 に応じた課 観察7 ネーショ あったり しく授業 題を設定す 学　習
ンの習得 し、進んで に参加し ることがで ノート
授業に参加 ている。 きるように
している。 ・学習ノー する。
・学習ノート トを活用 ・学習活動が
を工夫して すること 円滑に進め
活用するこ ができ られるよう
とができ る。 に、適切な
る。 ・課題に対 リーダーの
・課題に対す する練習 選出と役割
る練習の仕 の仕方が 分担をさせ
方を工夫す わかる。 る。
ることがで ・新しい技 ・能力や体力
きる。 術やコン を配慮し、
・難しい技術 ビネー できる限り
やコンビ ションに の努力をさ
ネーション 挑戦しよ せる。
に挑戦し、 うとして 3回の授業
努力するこ いる。 毎に技能テ
とができ ストを行
る。 い、自分の
成果を確認
させる。
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評価の重点 具体的な評価基準?? ねらい
学習内容
?? ?? ?? ??
十分満足（A） おおむね満足（B）
教師の支援と
　留意事項
評価の
方法
8 3．習得した ◎ ◎ ◎ ◎ ・より美しい より美し ・互いの技能
～ 技術とコ 作品になる い作品に をチェック10 ンビネー ように、進 なるよう し、問題点
ションを んで意見を に、仲間 を指摘し
基にした 出したりし と協力的 あって課題
創作 て、積極的 に授業に 解決を図ら
に授業に参 参加して せる。
加している。 いる。 ・各グループ
・学習ノート ・学習ノー 問を巡回
を工夫して トを活用 し、課題解
活用するこ すること 決に向けて
とができる。 ができる。 個人・リー
・課題に対す ・課題に対 ダー・グ
る練習の仕 する練習 ループに適
方を工夫す の仕方が 切な指導を
ることがで わかる。 心がける。
きる。 ・新しい技
・難しい技術 術やコン
やコンビ ビネー
ネーション ションに
に挑戦し、 挑戦しよ
努力するこ うとして
とができる。 いる。
11 4．発表会に ◎ ◎ ○ O ・発表会に向 ・発表会に ・創作した作 活動の～ 向けての けてより美 向けて練 品のできば 観察14 練習 しい作品に 習するこ えについて 学　習
なるように とができ 問題点を指 ノート
工夫するこ る。 摘しあって
とができ ・作品ので 課題解決を
る。 きばえの 図らせる。
・作品のでき 確かめ方 ・各グループ
ばえの確か がわか 間を巡回
め方がわか る。 し、課題解
り、その方 決に向けて
法を友達に 個人・リー
教えること ダー・グ
ができる。 ループに適
切な指導を
心がける。
15 5．発表会 ◎ O ・お互いの演 ・お互いの ・発表会の意 活動の
技を見て演 演技を見 義を理解さ 観察
技の評価や て演技の せ、励まし 学　習
アドバイス 評価がで あい、でき ノート
ができる。 きる。 る範囲で精
自分の能力 自分の能 一杯行わせ
に合った課 カに合っ る。
題に対して た課題に ・毎時間学習
達成の喜び 対して達 ノートに反
を味わうこ 成の喜び 省や次の時
とができ を味わお 間の目標な
る。 うとして どを記入さ
いる。 せる。
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資料2．授業の構成
授業の展開：2時間目／15時間
具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時問 準備
・本時のねら 1．挨拶・健康観 ・健康状態を把握 10分 学　習
いや学習内 察をする。 し、見学者への ノート
容を理解で 2．準備運動をす 助言をする。
きる。 る。 ・身体の各部分
3．本時のねらい を、最低でも
と課題の確認 15秒間ずつス
をする。 トレッチをする
よう助言する。
・本時の見通しを ・課題を見つけ授業
立て、練習方法 の見通しを持っ
の確認ができる たか。（関心・意
よう助言する。 欲・態度）
・習得した技 4．本時のコンビ ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 15分
術が安定し ネーションで いので丁寧に行 の進め方を工夫す
た動作でで 使用する技術 うことを助言す ることができた
きる。 を学ぶ。 る。 か。（思考・判断）
・練習方法や ・手本を見て5～ ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
場を工夫で 6回ずつ繰り返 考にしながらア 題解決に向けて取
きる。 して確認する。 ドバイスができ り組めたか。（思
グループ内で互 るよう助言す 考・判断）
いにアドバイス る。 ・互いに教えあうこ
しながら行う。 とによって技術を
理解することがで
きたか。（技能）
・習得したコ 5．本時で使用す ・ゆっくウでもい ・資料の活用や学習 30分
ンビネー る音楽にあわ いので丁寧に行 の進め方を工夫す
ションが安 せたコンビ うことを助言す ることができた
定してでき ネーションを る。 か。（思考・判断）
る。 学ぶ。 ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
・新たな課題 ・手本を見て5～ 考にしながらア 題解決に向けて取
を解決でき 6回ずつ繰り返 ドバイスができ り組めたか。（思
る。 して確認する。 るよう助言す 考・判断）
グループ内で互 る。 ・互いに教えあうこ
いにアドバイス とによってコンビ
しながら行う。 ネーションを理解
することができた
か。（技能）
・習得したコ 6．音楽にあわせ ・ゆっくりでもい ・課題を発見し、課 15分 音源：
ンビネー て踊ることを いのでグループ 題解決に向けて取 CD
ションが音 習得する。 内のできばえに り組めたか。（思
楽に合わせ 自分達の能力に 合わせて徐々に 考・判断）
てできる。 合わせて課題を 曲のスピードを ・互いに教えあうこ
・新たな課題 設定して、練習 上げていくよう とによって音楽に
を解決でき を行う。 助言する。 合わせることがで
る。 グループ内でア きたか。（技能）
ドバイスしなが
ら行う。
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具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・恥ずかしが
らずに発表
できる。
7．発表する。 ・自分達の能力に
合わせたスピー
　ドで発表するよ
う助言する。
・恥ずかしがらず
に、精一杯行う
よう助言する。
・発表時に他の班
に観てもらいた
いポイントをグ
ループ内で話し
合っておくよう
助言する。
・恥ずかしがらずに
精一杯発表でき
たか。（関心・意
欲・態度）
・本時の教材である
技能やコンビネー
ションは適切に習
得されたか。（技
能）
10分 音源：
CD
・本時の学習
を反省し、
次時の課題
を発見でき
る。
8．本時の反省と
　　評価を行い、
　　次時への課題
　　を発見する。
9．後片付けをする。
10．健康観察・挨
　　拶をする。
※本時の活動で良
　かった点や頑
　張った点などを
　認め合い、次時
　への意欲を持た
　せる。
・本時の活動につい
て反省し、次時
への目標を持っ
たか。（関心・意
欲・態度）
10分 学　習
ノート
授業の展開：3時間目／15時間
具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・本時のねら 1．挨拶・健康観 ・健康状態を把握 10分 学　習
いや学習内 察をする。 し、見学者への ノート
容を理解で 2．準備運動をす 助言をする。
きる。 る。 ・身体の各部分
3．本時のねらい を、最低でも
と課題の確認 15秒間ずつス
をする。 トレッチをする
よう助言する。
・本時の見通しを ・課題を見つけ授業
立て、練習方法 の見通しを持っ
の確認ができる たか。（関心・意
よう助言する。 欲・態度）
・前時に習得 4．前時の復習を ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 15分
した技術と 行う。 いので丁寧に行 の進め方を工夫す
習得した技 ・前回の技術とコ うことを助言す ることができた
術が安定し ンビネーション る。 か。（思考・判断）
た動作でで を2～3回ずっ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
きる。 繰り返して確認 考にしながらア 題解決に向けて取
・練習方法や する。 ドバイスができ り組めたか。（思
場を工夫で 5．本時のコンビ るよう助言す 考・判断）
きる。 ネーションで る。 ・互いに教えあうこ
使用する技術 とによって技術を
を学ぶ。 理解することがで
・手本を見て5～ きたか。（技能）
6回ずつ繰り返
して確認する。
グループ内で互
いにアドバイス
しながら行う。
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具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・習得したコ 6．本時で使用す ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 30分
ンビネー る技術とコン いので丁寧に行 の進め方を工夫す
ションが安 ビネーション うことを助言す ることができた
定してでき を学ぶ。 る。 か。（思考・判断）
る。 ・手本を見て5～ ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
・新たな課題 6回ずっ繰り返 考にしながらア 題解決に向けて取
を解決でき して確認する。 ドバイスができ り組めたか。（思
る。 グループ内で互 るよう助言す 考・判断）
いにアドバイス る。 ・互いに教えあうこ
しながら行う。 とによってコンビ
ネーションを理解
することができた
か。（技能）
・習得したコ 7．音楽にあわせ ・ゆっくりでもい ・課題を発見し、課 15分 音源：
ンビネー て踊ることを いのでグループ 題解決に向けて取 CD
ションが音 習得する。 内のできばえに り組めたか。（思
楽に合わせ 自分達の能力に 合わせて徐々に 考・判断）
てできる。 合わせて課題を 曲のスピードを ・互いに教えあうこ
・新たな課題 設定して、練習 上げていくよう とによって音楽に
を解決でき を行う。 助言する。 合わせることがで
る。 グループ内でア きたか。（技能）
ドバイスしなが
ら行う。
・恥ずかしが 8．発表する。 ・自分達の能力に ・恥ずかしがらずに 10分 音源：
らずに発表 合わせたスピー 精一杯発表でき CD
できる。 ドで発表するよ たか。（関心・意
う助言する。 欲・態度）
・恥ずかしがらず ・本時の教材である
に、精一杯行う 技能やコンビネー
よう助言する。 ションは適切に習
・発表時に他の班 得されたか。（技
に観てもらいた 能）
いポイントをグ
ループ内で話し
合っておくよう
助言する。
・本時の学習 9．本時の反省と ※本時の活動で良 ・本時の活動にっい 10分 学　習
を反省し、 評価を行い、 かった点や頑 て反省し、次時 ノート
次時の課題 次時への課題 張った点などを への目標を持っ
を発見でき を発見する。 認め合い、次時 たか。（関心・意
る。 10．後片付けをす への意欲を持た 欲・態度）
る。 せる。
11．健康観察・挨
拶をする。
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授業の展開：4時間目／15時問
具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時問 準備
・本時のねら 1．挨拶・健康観 ・健康状態を把握 10分 学　習
いや学習内 察をする。 し、見学者への ノート
容を理解で 2．準備運動をす 助言をする。
きる。 る。 身体の各部分
3．本時のねらい を、最低でも
と課題の確認 15秒問ずつス
をする。 トレッチをする
よう助言する。
・本時の見通しを ・課題を見つけ授業
立て、練習方法 の見通しを持っ
の確認ができる たか。（関心・意
よう助言する。 欲・態度）
・前時に習得 4．前時の復習を ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 15分
した技術と 行う。 いので丁寧に行 の進め方を工夫す
習得した技 ・前回の技術とコ うことを助言す ることができた
術が安定し ンビネーション る。 か。（思考・判断）
た動作でで を2～3回ずっ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
きる。 繰り返して確認 考にしながらア 題解決に向けて取
・練習方法や する。 ドバイスができ り組めたか。（思
場を工夫で 5．本時のコンビ るよう助言す 考・判断）
きる。 ネーションで る。 ・互いに教えあうこ
使用する技術 とによって技術を
を学ぶ。 理解することがで
・手本を見て5～ きたか。（技能）
6回ずっ繰り返
して確認する。
グループ内で互
いにアドバイス
しながら行う。
・習得したコ 6．本時で使用す ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 30分
ンビネー る音楽にあわ いので丁寧に行 の進め方を工夫す
ションが安 せたコンビ うことを助言す ることができた
定してでき ネーションを る。 か。（思考・判断）
る。 学ぶ。 ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
・新たな課題 ・手本を見て5～ 考にしながらア 題解決に向けて取
を解決でき 6回ずつ繰り返 ドバイスができ り組めたか。（思
る。 して確認する。 るよう助言す 考・判断）
グループ内で互 る。 ・互いに教えあうこ
いにアドバイス とによってコンビ
しながら行う。 ネーションを理解
することができた
か。（技能）
・習得したコ 7．音楽にあわせ ・ゆっくりでもい ・課題を発見し、課 15分 音源：
ンビネー て踊ることを いのでグループ 題解決に向けて取 CD
ションが音 習得する。 内の出来栄えに り組めたか。（思
楽に合わせ ・自分の能力に合 合わせて徐々に 考・判断）
てできる。 わせて課題を設 曲のスピードを ・互いに教えあうこ
・新たな課題 定して、練習を 上げていくよう とによって音楽に
を解決でき 行う。 助言する。 合わせることがで
る。 グループ内でア きたか。（技能）
』ドバイスしなが
ら行う。
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具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・恥ずかしが
らずに発表
できる。
8，発表する。 自分達の能力に
合わせたスピー
　ドで発表するよ
う助言する。
・恥ずかしがらず
に、精一杯行う
よう助言する。
・発表時に他の班
に観てもらいた
いポイントをグ
ループ内で話し
合っておくよう
助言する。
・恥ずかしがらずに
精一杯発表でき
たか。（関心・意
欲・態度）
・本時の教材である
技能やコンビネー
ションは適切に習
得されたか。（技
能）
10分 音源：
CD
・本時の学習
を反省し、
次時の課題
を発見でき
る。
9．本時の反省と
　　評価を行い、
　　次時への課題
　　を発見する。
10．後片付けをす
　　る。
11．健康観察・挨
　　拶をする。
※本時の活動で良
　かった点や頑
　張った点などを
認め合い、次時
　への意欲を持た
　せる。
・本時の活動につい
て反省し、次時
への目標を持っ
たか。（関心・意
欲・態度）
10分 学　習
ノート
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　　　　　資料3、授業で使用した技術とコンビネーション
2時間目／15時間
○使用した技術
　・トゥエル
　・ノック
　・ロック
　・ポイント
　・スクービードゥ
○使用したコンビネーション
　1．トゥエル→ノック→トゥエル→ロック→ポイント×3→トゥエル
　　　→ロック
　2．トゥエルー〉ロック→ポイント→ポイント→トゥエル→ロック→ス
　　　クービードウ
3時間目／15時問
O使用した技術
　・シェイクハンド
　・クラップ（前・横・上・背面）
　・クロスハンド
○使用したコンビネーション
　1．トゥエル→シェイクハンド→立ち位置入れ替え→クラップ→横ク
　　　ラップ→上クラップ→背面クラップ×2→トゥエル→ポイント
　2．クロスハンド×2→ステツプ→踏み変えクロス
4時間目／15時間
○使用した技術
　・スキーター
　・ゲットファンシー
　・キック
　・シルバーダラー
○使用したコンビネーション
　1．スキーター→ゲットファンシー→スキーター→スクービードゥ
　2，トゥエル→キック→トゥエル→シルバーダラー
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注
1）最適経験とは、目標を志向し、ルールがあり、自分が適切に振舞っているかど
　　うかについての明確な手がかりを与えてくれる行為システムの中で、現在立ち
　　向かっている挑戦に自分の能力が適合している時に生じる感覚である。
2）これらの研究では、個々の学習者の経歴に差があることが予想されるにもかか
　　わらず、学習者全体を分けることなく内発的な動機づけとしてのフロー調査を
　行い、「現代的なリズムのダンス」の授業の楽しさは、「目標の明確さ」と「技
　能の獲得」にあると結論付けるにとどまっている。経験の有無や経験年数な
　　ど、ダンスの学習意欲は、学習動機以外の要素が大きく関与していることが予
　想されるので、そのことを考慮して調査されなければならない。このことか
　　ら、今回の調査では調査対象をダンス経験のない者のみとした。
3）以前のフロー調査21）では、川端らの教示文をそのまま使用していたが、項目
　　15に関しては、回答者の質問内容に関する理解が不十分であることが推定さ
　　れ、質問項目の表現法の検討が必要であった。そこで今回の調査では、このよ
　　うな教示文（「他人の視線は気にしなかった」）とした。なお、前回の教示文は
　　「自分を良く見せようという気持ちにならなかった」であった。
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